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第68回大河内賞にて「大河内記念生産賞」を受賞

NS-Siam United Steel社とSiam Tinplate社が経営統合

日
本
製
鉄
は
、
第
68
回
大
河
内
賞
に
お
い
て「
過
酷
な
環
境
に

適
応
し
た
計
測
・
制
御
に
よ
る
高
強
度
鋼
板
の
熱
間
圧
延
技
術
」

に
て「
大
河
内
記
念
生
産
賞
」を
受
賞
。
贈
賞
式
は
３
月
22
日
に

日
本
工
業
倶
楽
部
会
館
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
技
術
は
、
高
温
、
振
動
、
大
量
の
冷
却
水
な
ど
の
過
酷
な

熱
間
圧
延
環
境
に
適
応
し
た
冷
却
帯
内
温
度
計
、
仕
上
平
坦
度
計
、

仕
上
圧
延
ス
タ
ン
ド
間
蛇
行
計
の
計
測
器
と
、
こ
れ
ら
を
活
用
し

た
高
度
制
御
技
術
の
開
発
、
実
用
化
で
す
。
冷
却
帯
内
温
度
計
は
、

世
界
で
初
め
て
冷
却
水
が
大
量
に
存
在
す
る
環
境
下
で
の
鋼
板
温

度
測
定
に
成
功
。
仕
上
平
坦
度
計
と
仕
上
圧
延
ス
タ
ン
ド
間
蛇
行

計
は
、
熱
間
圧
延
の
40
年
来
の
課
題
で
あ
っ
た
平
坦
度
と
蛇
行
の

全
自
動
制
御
を
実
現
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
品
質
・
生
産
性

が
20
％
以
上
向
上
、
製
造
歩
留
ま
り
ロ
ス
は
20
％
以
上
減
少
し
、

高
強
度
鋼
板
の
高
品
質
製
造
、
安
定
供
給
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
熱
間
圧
延
工
程
か
ら
の
C
O
2

排
出
削
減
に
つ
な
が
り
、

環
境
負
荷
低
減
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

タ
イ
に
拠
点
を
構
え
る
冷
延
・
溶
融

亜
鉛
め
っ
き
鋼
板
の
製
造
・
販
売
子
会
社

N
S-Siam

U
nited Steel Co., Ltd. （N

S-SU
S

）

と
、
ブ
リ
キ
・
テ
ィ
ン
フ
リ
ー
の
製
造
・
販
売

子
会
社Siam

T
inplate Co., Ltd. （ST

P

）は
、

4
月
１
日
に
経
営
統
合
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
経
営
統
合
は
、
工
程
一
貫
で
の

基
盤
強
化
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、

両
社
の
経
営
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、品
質
・

納
期
な
ど
、
お
客
様
へ
の
対
応
力
や
競
争
力
の

一
層
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

日
本
製
鉄
は
、
出
産
・
育
児
期
に
あ
る
社
員
の
就
労
支
援
に
関
し
て
、
地
域
ご
と
の
育
児
環
境
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら

順
次
具
体
施
策
の
整
備
を
図
っ
て
お
り
、
こ
の
た
び
東
日
本
製
鉄
所
鹿
島
地
区
と
北
日
本
製
鉄
所
室
蘭
地
区
の
自
社

保
育
所
を
新
た
に
開
園
し
ま
し
た
。
今
後
、
24
時
間
保
育
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
運
営
時
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
本
製
鉄
は
、
今
後
も
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
通
じ
、
日
本

製
鉄
で
働
く
多
様
な
従
業
員
が
誇
り
と
や
り
が
い
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
企
業
を
実
現
し
ま
す
。

棒
鋼
・
線
材
製
品
お
よ
び

構
造
用
厚
鋼
板
で

「
エ
コ
リ
ー
フ
」環
境
ラ
ベ
ル

を
取
得

TranTixxii ®

採
用
の

浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺
大
殿
竣
工

 

〜
チ
タ
ン
製
屋
根
瓦
の
採
用
実
績
で
過
去
最
大
〜

東
日
本
製
鉄
所
鹿
島
地
区
・
北
日
本
製
鉄
所
室
蘭
地
区
に

自
社
保
育
所
が
開
園

日
本
製
鉄
は
、
こ
の
た
び（
一
社
）サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
経
営
推
進
機
構（SuM

PO

）が
認
証

す
る「
エ
コ
リ
ー
フ
」環
境
ラ
ベ
ル（
※
）を
、

「
棒
鋼
製
品
」「
線
材
製
品
」「
棒
鋼
製
品（
建

材
）」「
線
材
製
品（
建
材
）」お
よ
び「
構
造
用

厚
鋼
板
」（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
、Ｅ
Ｎ
、Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ 

規
格
、

日
本
製
鉄
販
売
品
規
格
）で
取
得
し
ま
し
た
。

棒
鋼
・
線
材
製
品
に
つ
い
て
、
品
種
包
括

的
な
エ
コ
リ
ー
フ
認
証
の
取
得
は
日
本
製

鉄
が
国
内
初
と
な
り
、
日
本
製
鉄
が
製
造

す
る
棒
鋼
・
線
材
製
品
、
厚
鋼
板
に
つ
い

て
は
す
べ
て
網
羅
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

日
本
製
鉄
が
取
得
し
た「
エ
コ
リ
ー
フ
」

環
境
ラ
ベ
ル
は
、
2
0
1
9
年
12
月
に
Ｈ

形
鋼
で
初
取
得
し
て
以
降
、
2
月
末
時
点

で
計
22
件
の
品
種
・
製
品
で
す
。
日
本
製

鉄
製
品
を
使
用
し
て
い
た
だ
く
お
客
様
の

C
O
2

削
減
、
環
境
負
荷
低
減
を
客
観
的

に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
製
鉄
の
意
匠
性
チ
タ
ン「T

ranT
ixxii（

ト
ラ
ン

テ
ィ
ク
シ
ー
）」を
屋
根
瓦
と
し
て
採
用
い
た
だ
い
た
浄
土

宗
大
本
山
増
上
寺
大
殿
が
竣
工
し
ま
し
た
。
施
工
面
積
は
、

４
２
３
５
平
方
メ
ー
ト
ル

（
約
22
ト
ン
、
チ
タ
ン
瓦
約

6
万
枚
分
）で
あ
り
、
チ
タ

ン
製
屋
根
瓦
の
採
用
実
績

と
し
て
は
過
去
最
大
で
す
。

増
上
寺
は
、
2
0
2
4

年
に
浄
土
宗
開
宗
8
5
0

年
の
節
目
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
改
修
事
業
の
一

環
と
し
て
大
殿
の
屋
根
瓦

葺
き
替
え
に
い
た
り
ま
し

た
。
従
来
の
大
殿
に
は
約

5
0
0
ト
ン
の
土
瓦
が
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
チ

タ
ン
瓦
に
置
き
換
え
た
こ

と
で
、
約
10
分
の
１
の
軽

量
化
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

T
ranT

ixxii

は
、
軽
量

化
に
よ
る
耐
震
性
の
向
上
、

高
い
耐
食
性
と
意
匠
性
の

両
立
を
実
現
し
、
従
来
の

格
調
高
い
屋
根
瓦
の
意
匠

を
未
来
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

自社保育所の整備状況　※（　）内は開園時期

九州製鉄所大分地区（2016年4月）、東日本製鉄所君津地区
（2017年4月）、九州製鉄所八幡地区（2017年4月）、名古屋
製鉄所（2018年10月）、瀬戸内製鉄所広畑地区（2019年4月）

※ 「エコリーフ」環境ラベル： 
資源採取から製造、物流、
使用、廃棄・リサイクルまで
の製品のLCAに資する定量
的な環境情報を開示する国
際的な認証制度。ISO14025 
規格で規定されているタイ
プⅢの環境ラベルで、国際
的にはEPD（Environmental 
Product Declaration）と言
われている。

NS-SUS

2021年12月に開園した「かしま みなとのかぜ保育園」

2022年1月に開園した「室蘭 くじらのうた保育園」

タ
イ G

 Steel Public Com
pany Lim

ited 

お
よ
び

G
J Steel Public Com

pany Lim
ited 

の
株
式
取
得（
子
会
社
化
）

増上寺大殿全景増上寺大殿屋根工事全景

贈賞式の様子

日
本
製
鉄
は
、
タ
イ
国
内
で
電
炉
か
ら
熱
延
製
品
を
生
産
す
る
一
貫
ミ
ル
で
あ
るG Steel Public Com

pany 
Lim

ited

（G Steel

）お
よ
びG J Steel Public Com

pany Lim
ited

（G J Steel

）の
株
式
を
取
得
し
て
子
会
社
化
し

ま
し
た
。

日
本
製
鉄
は
、
両
社
の
株
式
の
取
得
お
よ
び
タ
イ
証
券
取
引
法
に
基
づ
く
公
開
買
付
に
よ
りG Steel

の
60
・
23
％
、

G J Steel

の
57
・
60
％
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

G Steel

お
よ
びG J Steel

の
製
造
、
販
売
等
の
経
営
基
盤
の
活
用
に
加
え
て
、
今
後
、
生
産
性
・
品
質
の
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
堅
調
に
成
長
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
タ
イ
に
お
け
る
熱
延
需
要
の
捕
捉
を
推
進
し
ま
す
。


